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文学部の皆さんこんにちは。1２月になりました。街中がクリスマスの雰囲気に染められて心が華やぐ一方で、一年の締めの月を迎え気忙しくなります。卒業論文、修士論文に取り組まれている皆さんは大詰めの時期。焦りが先行し落ち着かない…という方は「はなす」と考えが整理できます。相談室をお気軽にご利用ください。
　さて、今回のお話ですが…私は日頃から「ちょっと気になる」方にお会いすると、その方の魅力の源を知りたくて、できる限りお話を伺うようにしています。先日も相談室外で、他学部の学生さんとお話しする機会を得ました。お許しを得てその方のお話をご紹介します。
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　　＊文学部学生相談員には相談内容に関する守秘義務があります。安心してご相談ください。＊
○相談予約は学生相談室直通電話番号092-642-3943または　sodan@lit.kyushu-u.ac.jpにご連絡ください。また、学生相談室開室日に直接来室して頂けます。（予約のない場合は当日利用できます。）

＊文学部学生相談室は文学部学生支援室並びにあります。グリーンの扉が目印です！
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こんにちは！文学部学生修学・就職等相談室です。


（通称：学生相談室です）








九州大学文学部


学生相談室便り


No.7


H27.12.1発行

















　彼女は就職も決まり、現在卒業論文に取り組んでいます。学内のサークルには所属せず、学外活動に取り組み、その経験を背景に就職が決まりました。私の目に、彼女は静かな自信に満ちて物事に動じない人と映りました。就職活動についてお話をお聴きして、入学時に遡って「学生生活の棚卸」をご一緒しました。


彼女は入学してすぐ、自信を「打ち砕かれるような」経験をしました。クラスメートは、強烈な個性と留学や帰国子女のような少し特殊な経験を背景に確固たる自信を持ち、「自分」について語らせたら話は尽きないような人ばかり。入学早々不登校になりそうでした。一計を案じ、夏休みに短期留学を決行。自分自身を学外に（この場合は海外ですが）置くことで、押し潰されそうな環境からいったん「避難」したわけです。帰国した時には、クラスメートのことがあまり気にならなくなりました。「私はわたし」と思えるようになったそうです。


　彼女の経験を通して得られるセオリーがあります。


行き詰ったら、とにかく何らかの、それまでとは違うパターンの行動をとってみる。


「私はわたし」他者と比較しても仕方ありません。「あるがまま」の自分を認める。「自分の物差し」を持つ。


独りでいくら考えても妙案は浮かばないものです。皆さんが動くと、状況も動き出します。②は結構難しいかもしれません。相談室では、お話をお聴きしながらお手伝いしています。











　　　　　　　12月の学生相談室開室日　開室時間：11時～17時 (面接受付16時半まで)


    １日（火）　2日（水）　8日（火）  9日（水）


15日（火）  １6日（水）　22日（火）　  


８日（火）１４:５0～1６:２0　第４回就職応援ワークショップ











